
 

 

 

1. IT の革新・活用における日本の立ち遅れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 社会経済体質の硬直化の悪循環 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会経済への浸透過程における技術の性格形成メカニズム（製造技術と ITとの比較分析）

1. 日本は、IT の革新・活用に大きく立ち遅れ → 2. それは、社会経済体質硬直化の悪循環に起因 → 3. その原因は、IT の性格形成過程に内包

→ 本研究はその解明に挑戦 

 

日本的インスティテューション 

- 同種的 
- 個別行動規範 
- 供給者主導 
- 安定志向  

米国的インスティテューション  

- 異種性 
- 標準的行動規範 
- エンドユーザー主導 
- 先趣気質 

効果的  効果的  

非効果的 非効果的 

 1980 年代 1990 年代 

パラダイム 工業化社会 情報化社会 

コア技術 製造技術 情報通信技術（IT） 

技術の性格形成 既与、供給者主体で形成 インスティテューションと
の相互啓発性高 

システム構造 局所最適化 標準化 

 

図 4 パラダイムシフト下における日米のインスティテューションの比較 
（出所）図 3に同じ 

ITの普及  

→ 社会経済との相互作用  IA 

→ ネットワーク外部性   NE 

→ 新機能の付加（普及天井の上昇） K(t) 

→ 更なる普及の拡大  f(t) 

図 5. 情報技術の普及過程における機能自己増殖メカニズム （出所）図3に同じ

 

f ( t)i :  Volume of diffusion at phase i  
K  ( t) i : Carrying capacity at phase i 
I A  i : Interaction at phase i 
N E  i : Network exter nali ty at  phase i  
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3. IT の性格形成過程 

固定電話（非 IT：普及天井固定） 携帯電話（ITの結晶：普及とともに普及天井が上昇）

図 6 固定電話及び携帯電話の普及プロセス (出所) 図3に同じ 
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application 
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図 1 ネットワーク整備率と GDP成長率（1995-1999） 
（出所）OECD, “The New Economy: Beyond the Hope”(2001) 

 

図 2 アクセスコストとインターネットホスト数（1995-1999） 
（出所）図 1に同じ 
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工業化社会   
製造業   
高度経済成長   
国内市場重視   
キャッチアップ目標    
若き活力   

情報化社会   
サービス志向の産業   
低/マイナス経済成長   
経済のグローバル化   
国民の関心の多様化   
成熟化及び高齢化   

技術､経済間の相互作用   

好循環   悪循環   

社会経済体質の柔軟性   

弾力性に富む   
弾力性に乏しい   

弾力性がなく､硬直化した  -   
弾力性に富む   

国際競争力 
  

 日 本＞米 国 米 国＞日 本  

日  本   

米  国   

パラダイム・シフト 
1980 年代 1990年代 

日 本 ＞ 米 国 日 本 ＜ 米 国 

悪循環 

図 3 日本が社会経済体質の柔軟性を失うに至るスキーム
（出所）Watanabe et al. (2002)  
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